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外国人材の受入手続き簡素化
▼実習生の業務
・セブン－イレブンの各デイリー工場にて業務

▼各社での待遇・環境整備事例

現地に学校を設立
メーカー：A社
開校 ：2020年7月
場所 ：ベトナムダナン市

実習生の生活環境にも配慮

～来日前に理解を進める～
・「規模・社風・商品・取引先」について
・現場で使っている日本語、作業場の注意点
・実例紹介、日本のイメージを正確に伝える

知名度上昇、相互理解を深める

▼先進的な事例

好事例を各社に共有し受入れ体制を整備

日本語講座・
研修

通信環境整備
（Wi-Fi・携帯貸与）

技能実習生保険 生活用品・
自転車貸与
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外国人材の受入手続き簡素化
 必要な申請書類： 最大 55 種類の書類
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外国人材の受入手続き簡素化

技能実習計画認定申請書
（1枚）

技能実習計画
（6枚）

入国後講習実施予定表
（1枚）

実習実施予定表
（4枚）

複数の技能実習生を同一職種・同一スケジュール・同一事業所で受け入れる場合でも、
当該同一書類の印刷・製本（１名あたり12ページに及ぶ）を提出する必要がある
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外国人材の受入手続き簡素化

▼実現できた場合の効果として

１人あたり事務処理コスト８０％（約2,000円）、
作業時間７０％（0.35時間）の削減ができる見込み

1人あたり 枚数 27枚

1人あたり コスト
時間換算： 0.5時間

金額換算： 2,540円 （印刷料＋郵送料など）

▼所要コスト 例：A社
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外国人材の受入手続き簡素化

参考：日本全体出所：出入国在留管理庁

技能実習生人数 約28万人

提出回数 1回/年

▼A社と同様の場合 ※5,000名の場合

コスト削減

2,000円 × 5,000人＝

21年：10,000,000円

時間削減

0.35時間 × 5,000人＝

21年：1,750時間
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